
 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 編集長より 皆さんこんにちは。「治具技術ニュース」の編集を担当している文山です。今月も機械加工

の自動化やコストダウンにつながる情報をお伝え致します。暑い夏も終わり秋がやってきましたね！秋と

いえば 『芸術』 ということで、先日 『ミス・サイゴン』 というミュージカルを見てきました。私はミュージカ

ルを観るのが人生で初めてだったのですが、生演奏の中、すべてのメッセージが歌で伝えられるというミ

ュージカルには本当に圧巻！役者の方々の迫真の演技が伝わってきました。ところでこの 『ミス・サイゴ

ン』 、初演は25年前なのですが未だに海外でも上演され続けているとのことです。よい 『モノ』 はずっと

受け継がれるのですね･･･ それでは今月もお伝えして参ります。よろしくお願い致します。編集長 文山
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治具とバイクをこよなく愛する

ライダー社長の日本周遊記 

Ｊ ＩＭＴＯＦ２０１４に出展！ぜひお越しください！

皆様、いつもありがとうございます。東亜精機工業の社長の十時
と と き

です。先日、広島県は尾道市に

後藤鉱泉所は店構えも、作り方も、そして瓶に至るまでがす

べてが創業当時のまま。キンキンに冷えたラムネは最高です。

「治具技術ニュース」は東亜精機工業㈱の弊社とお取引のある会社や弊社営業担当と過去に担当者様・名刺交換された方へ郵送・送信しています。  

不用の方はお手数ですが下記にご記入の上、【ＦＡＸ】06-6976-6960 までご返信下さい。ご迷惑おかけして申し訳ありません。 

理由：  □不用  □本人不在  □その他（                  ）  FAX 番号（                    ） 

広島県 

尾道市 

生 産 性 向 上 が 『 体 感 』 で き る ？ 親 子 治 具 ！

検索 工作機械治具 http://kousakukikai-jigjouhou.com/

工作機械治具の専門サイト 

で検索して下さい

ある、昔ながらの製法で懐かしの味を作り続ける、

後藤鉱泉所の「ラムネ」を飲んできました。この後

藤鉱泉所、昭和5年という創業当時の趣きをその

ままに未だ瓶入り「ラムネ」に拘っている老舗です。

レトロな店先で冷えた「ラムネ」を一口服すれば、

少し強めの炭酸と甘さが相まって、幼き頃の駄菓

子屋に通った日々を思い出させます。こんな懐か

しさを愉しみながら次の目的地に向かうのでした。

内面研磨の様子

製造部加工 Gr. リーダー 小林 教一 

東 亜 精 機 工 業 の 社 員 紹 介 ！

皆さんこんにちは。東亜精機工業
製造部加工Ｇｒ．の小林です。私

はヤスダのマシニングセンタ等を
使う各種部品の仕上げ加工を統
括しています。確かな精度と品質

こそ当社の要であり、私の仕事に
は一切の妥協が許されません。こ
んな「想い」でものづくりを行う、東

亜精機工業にご期待ください。 

やっぱり秋は芸術！

今回の治具技術ニュースは、2014年10月30日～11月4日まで

開催されるＪＩＭＴＯＦ2014特集です！今回のＪＩＭＴＯＦでは、東亜

精機工業は生産性の向上に寄与する製品である、外径内面兼用

研削盤「Ｇ太郎」と「親子治具」をメインとして展示させて頂きます。

まずは外径内面兼用研削盤「Ｇ太郎」についてご紹介させて頂き

ます。この「Ｇ太郎」はこの１台で外径と内面の双方を研削すること

ができるというスグレモノです。下の写真のようにチャックなどを付け

替えるだけで簡単に外径研磨機から内面研磨機に早変わり！貴

社の生産性向上に貢献し、しかもコンパクトな「Ｇ太郎」を、ぜひＪＩＭ

ＴＯＦ2014で確かめて下さい！ 

外径研磨の様子
この親子治具の実機をご覧頂けます 

 外径内面兼用研削盤「Ｇ太郎」 

東亜精機工業 ＪＩＭＴＯＦブースのご案内 
今回のＪＩＭＴＯＦ2014ではこのよ
うなブースで皆様をお待ちしてお

ります。当社ブースは西３ホール

にある「W3010」にございます！

JIMTOF2014で展示させて
頂くもう一つの目玉商品はア

ルミと鉄で製作した「親子治
具」です。中種中量生産が
メインとなる昨今の自動車

業界において、生産性向上
と共に作業者の安全を確保
することは最も大きな課題で

す。そのような現状を踏まえ
て、当社からは鉄製の親治
具とアルミ製の子治具を使

った親子治具をご提案致し
ます。東亜精機工業のブー
スではアルミ製治具がどれ

だけ軽いかを体験して頂け
る、左の図面のように鉄とア
ルミの子治具が載った実機

をご用意！ぜひ生産性向
上を体験しに来てください！


